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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
「
第
４
回
黒
潮
町
地
区
防
災
計
画
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
１１
月
３
日
（
土
）
、
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
約
２
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
大
方
中
学

校
の
生
徒
会
か
ら
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
防
災
の
取
組
に
関
す
る
報
告
が
あ
り
、

そ
の
後
、
白
浜
地
区
、
有
井
川
地
区
の

自
主
防
災
会
か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、「
被
災
地
か
ら
伝
え
た

い
こ
と
」
と
題
し
、
宮
城
県
多
賀
城
高

等
学
校
の
佐
々
木
克
敬
校
長
か
ら
被
災

の
経
験
を
ふ
ま
え
た
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　
最
後
に
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

パ
ネ
リ
ス
ト
４
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、「
地
区
防

災
計
画
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
議
論
の
中
で
は
同
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
振
り
返
り
な
ど
を
行
い
な

が
ら
、
東
京
大
学
院
の
片
田
敏
孝
特
任

教
授
か
ら
「
黒
潮
町
の
皆
さ
ん
に
共
通

し
て
い
る
こ
と
は
、
悲
壮
感
な
く
前
向

き
に
防
災
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

こ
の
数
年
間
で
、
防
災
に
よ
っ
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
作
り
が
強
化
さ
れ
て
き
た
と

感
じ
る
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

佐
々
木
校
長
は
、「
フ
ェ
ー
ズ
ご
と
の

想
定
を
し
、

こ
ん
な
に

訓
練
を
行

っ
て
い
る

と
こ
ろ
は

ほ
か
に
な

い
の
で
は
」

と
、
黒
潮

町
の
防
災

対
策
を
評
価
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
同
日
に
は
、
午
後
７

時
か
ら
大
地
震
に
よ
る
津
波
発
生
を
想

定
し
た
夜
間
津
波
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、

町
全
体
で
約
３
千
人
が
参
加
。
地
区
ご

と
に
指
定
さ
れ
て
い
る
避
難
場
所
な
ど

へ
の
避
難
、
ま
た
、
避
難
所
開
設
の
訓

練
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
９
ペ
ー
ジ
「
備
え
て
安
心
」
）

地
区
防
災
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

夜
間
津
波
避
難
訓
練

発表する大方中学校の生徒ら

パネルディスカッションの様子

　
一
般
国
道
５６
号
片
坂
バ
イ
パ
ス
が
１１

月
１７
日
（
土
）
に
開
通
し
、
こ
れ
を
記
念

し
て
開
通
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
通
し
た
の
は
、
四
万
十
町
西
Ｉ
Ｃ

（
四
万
十
町
金
上
野
）
か
ら
黒
潮
拳
ノ
川

Ｉ
Ｃ
の
延
長
６
・
１
ｋ
ｍ
。
今
回
の
整

備
で
は
、
並
行
す
る
国
道
５６
号
を
利
用

し
た
時
と
比
較
し
、
約
４
分
の
移
動
時

間
短
縮
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、「
県
西
部
最
後
の
交
通
難
所
」

と
言
わ
れ
て
い
た
片
坂
の
連
続
カ
ー
ブ

を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
西

南
地
域
の
交
通
の
促
進
や
安
全
性
の
向

上
、
さ
ら
に
は
、
災
害
発
生
時
の
緊
急

車
両
輸
送
道
路
と
し
て
の
活
用
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
式
典
に
は
関
係
者
ら
約
３
０
０
人
が

出
席
。
主
催
者
の
ひ
と
り
と
し
て
挨
拶

を
し
た
大
西
町
長
は
、「
黒
潮
町
に
と

っ
て
初
め
て
の
高
規
格
道
路
と
な
っ
た
。

少
子
高
齢

化
の
進
む

わ
が
町
に

と

っ

て
、

同
バ
イ
パ

ス
の
開
通

に
よ
り
新

た
な
人
口

の
流
れ
が

促
進
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

さ
ら
な
る
伸
び
も
期
待
で
き
る
。
そ
し

て
、
災
害
時
に
は
緊
急
輸
送
な
ど
、
ま

さ
に
命
の
道
と
な
る
だ
ろ
う
。
関
係
者

の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
し
た
い
」
と
今
回

の
開
通
に
対
す
る
思
い
を
話
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後

の
開
通
セ

レ
モ
ニ
ー

で
は
、
四

万
十
町
の

中
学
生
・

高
校
生
に

よ
る
ジ
ャ

ズ
バ
ン
ド

の
演
奏
、
拳
ノ
川
小
学
校
の
児
童
ら
も

参
加
し
た
く
す
玉
割
や
風
船
飛
ば
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
拳
ノ
川
小
学
校
で
も
ち
投

げ
が
行
わ
れ
た
後
、
保
健
福
祉
支
援
セ

ン
タ
ー「
こ

ぶ
し
」
で

関
係
者
ら

に
よ
る
祝

賀
会
が
開

か
れ
、
記

念
す
べ
き

日
を
出
席

者
ら
で
祝

い
ま
し
た
。

一
般
国
道
56
号
片
坂
バ
イ
パ
ス
開
通

式典で挨拶をする大西町長

セレモニーでの風船飛ばし

鏡開きの様子


